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【共通項目】（乳幼児・一般・高齢者） 

 

１ セーフコミュニティについて 

 

【セーフコミュニティの認識度について】（全体・乳幼児・一般・高齢者） 

セーフコミュニティの認識度については、「知らない」の割合が、乳幼児が 85.0％、一般が 77.2％、

高齢者が 55.5％となっており、乳幼児・一般に比べ、高齢者の認識度が高くなっている。 

 

 

 

２ 交通安全について 

 

【交通安全教室（講習会などを含む）参加状況について】（乳幼児・一般・高齢者） 

交通安全教室（講習会などを含む）参加状況については、「参加したことがない」の割合が、乳幼児が

47.5％、一般が 79.2％、高齢者が 75.0％となっており、一般・高齢者に比べ、乳幼児の参加率が高くな

っている。 

 

  

4.7%

(69)

2.5%

(12)

4.3%

(19)

7.2%

(38)

21.8%(319)

12.1%

(59)

17.7%(79)

34.3%(181)

72.0%(1,053)

85.0%(415)

77.2%(345)

55.5%(293)

1.5%

(22)

0.4%

(2)

0.9%

(4)

3.0%

(16)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（乳幼児＋一般＋高齢者）

（N=1,463）

乳幼児

（N=488）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■内容も含めて知っている ■聞いたことはあるが、内容は知らない ■知らない ■無回答

37.5%(183)

14.1%(63)

18.6%(98)

47.5%(232)

79.2%(354)

75.0%(396)

10.9%

(53)

3.4%

(15)

1.1%

(6)

4.1%

(20)

3.4%

(15)

5.3%

(28)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児

（N=488）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■参加したことがある ■参加したことがない ■わからない ■無回答
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交通安全教室に参加したことがない理由については、いずれの調査においても「実施していることを

知らなかったから」の割合が突出して高くなっており、交通安全教室開催の広報周知が必要であると考

えられる。 

 

 

【自動車の運転に関する交通ルールの遵守度について】（一般・高齢者） 

自動車の運転に関する交通ルールの遵守度については、高齢者の78.3％～86.2％に対し、一般は62.7％

～75.9％と低くなっている。 

 

  

2.6%(6)

25.9%(60)

3.4%(8)

10.8%(25)

57.8%(134)

28.9%(67)

1.3%(3)

12.4%(44)

16.1%(57)

3.4%(12)

26.3%(93)

65.0%(230)

6.2%(22)

1.1%(4)

7.8%(31)

14.9%(59)

4.3%(17)

18.7%(74)

53.0%(210)

14.6%(58)

3.8%(15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

興味がないから

参加の仕方が分からないから

（自分や子どもに）関係がある内容ではないから

時間や場所など参加条件が合わないから

実施していることを知らなかったから

その他

無回答

■乳幼児（n＝232） ■一般（n＝354） ■高齢者（ｎ＝396）

70.0%(261)

75.9%(283)

62.7%(234)

67.6%(252)

72.7%(271)

23.6%(88)

85.8%(273)

86.2%(274)

78.3%(249)

79.9%(254)

84.0%(267)

9.7%(31)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横断歩道を横断する歩行者等がいる場合は一時停止する

酒気を帯びて運転してはならない

運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

歩行者、自転車の傍を通行するときは、安全な間隔を空けるか徐

行して運転する

無回答

■一般（n＝373） ■高齢者（ｎ＝318）
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【シートベルトの着用状況について】（一般・高齢者） 

シートベルトの着用状況については、一般の 27.3％～80.3％に対し、高齢者は 38.1％～76.3％となっ

ており、一般は高齢者と比べ、「運転席のシートベルト着用」の割合が高く、「後部座席のシートベルト

着用」の割合が低くなっている。 

 
 

 

３ 高齢者の安全について 

 

【認知症が病気によるものであることへの理解について】（全体・一般・高齢者） 

認知症が病気によるものであることについては、「知っている」の割合が、一般が 83.4％、高齢者が

75.2％となっており、高齢者に比べ、一般の理解度が高くなっている。 

 

  

77.6%(347)

80.3%(359)

27.3%(122)

18.6%(83)

64.6%(341)

76.3%(403)

38.1%(201)

18.9%(100)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

■一般（N＝447） ■高齢者（N＝528）

79.0%(770)

83.4%(373)

75.2%(397)

17.3%(169)

14.8%(66)

19.5%(103)

3.7%

(36)

1.8%

(8)

5.3%

(28)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答
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【認知症への理解不足が高齢者への虐待につながることがあることへの理解について】 

（全体・一般・高齢者） 

認知症への理解不足が高齢者への虐待につながることがあることについては、「知っている」の割合が、

一般が 84.1％、高齢者が 77.3％となっており、高齢者に比べ、一般の理解度が高くなっている。 

 

 

【認知症サポーターの認識度について】（全体・一般・高齢者） 

認知症サポーターについては、「まったく知らない」の割合が、一般が 37.8％、高齢者が 35.8％と大

きな差異は見られない。 

「認知症サポーター養成講座」受講率についても、一般が 6.3％、高齢者が 5.3％と大きな差異は見ら

れない。 

 

  

80.4%(784)

84.1%(376)

77.3%(408)

15.7%(153)

13.9%

(62)

17.2%(91)

3.9%

(38)

2.0%

(9)

5.5%

(29)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答

5.7%

(56)

6.3%

(28)

5.3%

(28)

13.1%(128)

23.5%(105)

4.4%

(23)

40.9%(399)

30.4%(136)

49.8%(263)

36.7%(358)

37.8%(169)

35.8%(189)

3.5%

(34)

2.0%

(9)

4.7%

(25)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■サポーターを養成する講座を受けたことがある ■知っているが、サポーターを養成する講座を受けたことはない

■聞いたことはある ■まったく知らない ■無回答
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「認知症サポーター養成講座」受講者の認知症の方への対応の変化については、「変化があった」の割

合が、一般が 75.0％、高齢者が 39.3％となっており、高齢者に比べ、一般の変化があった割合が高くな

っている。 

 

 

  

57.1%(32)

75.0%(21)

39.3%(11)

16.1%(9)

7.1%

(2)

25.0%(7)

19.6%(11)

10.7%(3)

28.6%(8)

7.1%

(4)

7.1%

(2)

7.1%

(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=56）

一般

（n=28）

高齢者

（n=28）

■変化があった ■変化はなかった ■わからない ■無回答
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４ 自殺予防について 

 

【自殺についての認識度について】（全体・一般・中高年・高齢者） ※中高年…50歳～69歳 

自殺についての認識度については、「自殺について考えたことがない」「その他」を除くすべての項目

で、一般が高齢より高くなっており、年齢が低くなるほど自殺についての認識度が高くなっている。 

 

 

  

7.9%(77)

55.5%(541)

58.6%(571)

49.7%(485)

56.2%(548)

58.3%(568)

45.3%(442)

7.9%(77)

29.4%(287)

1.6%(16)

5.4%(53)

8.5%(38)

62.6%(280)

70.0%(313)

66.0%(295)

69.6%(311)

73.4%(328)

60.6%(271)

10.3%(46)

20.6%(92)

0.9%(4)

1.1%(5)

8.0%(24)

59.7%(179)

65.7%(197)

54.3%(163)

61.3%(184)

66.7%(200)

48.3%(145)

6.3%(19)

30.0%(90)

1.3%(4)

3.3%(10)

7.4%(39)

49.4%(261)

48.9%(258)

36.0%(190)

44.9%(237)

45.5%(240)

32.4%(171)

5.9%(31)

36.9%(195)

2.3%(12)

9.1%(48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鹿児島市で毎年約100人の方が自殺で亡くなっている

自殺は追い込まれた末の死である

自殺は防ぐことができる

悩んでいる人はサインを発していることが多い

自分のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ相談すること

は大切である

身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談を

勧めることは大切である

自殺の危険性がある人に相談窓口や専門家などの支援に関する情

報を提供することは大切である

悩んでいる人や自殺のサインに気づき、声をかけ、話を聞いて、

必要な支援につなげ、見守る人のことを「ゲートキーパー」とい

う

自殺について考えたことがない

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（N＝975） ■一般（N＝447） ■中高年（N＝300） ■高齢者（N＝528）
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【自殺したいと考えた経験について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

自殺したいと考えたことがあるかについては、「考えたことがある」の割合が、一般が 9.4％、中高年

が 4.3％、高齢者が 3.0％となっており、年齢が低くなるほど自殺したいと考えたことがある割合が高く

なっている。 

 

  

5.9%

(58)

9.4%

(42)

4.3%

(13)

3.0%

(16)

88.2%(860)

86.1%(385)

92.3%(277)

90.0%(475)

5.8%

(57)

4.5%

(20)

3.3%

(10)

7.0%

(37)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

中高年

（N=300）

高齢者

（N=528）

■考えたことがある ■考えたことがない ■無回答
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自殺したいと考えたときの原因については、一般では「経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み

等）」が 57.1％、中高年・高齢者では「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）」がそ

れぞれ 69.2％、62.5％と最も高くなっている。 

 

  

41.4%(24)

39.7%(23)

50.0%(29)

32.8%(19)

12.1%(7)

8.6%(5)

31.0%(18)

6.9%(4)

6.9%(4)

42.9%(18)

31.0%(13)

57.1%(24)

40.5%(17)

16.7%(7)

11.9%(5)

31.0%(13)

9.5%(4)

7.1%(3)

53.8%(7)

69.2%(9)

46.2%(6)

46.2%(6)

7.7%(1)

15.4%(2)

23.1%(3)

0.0%(0)

0.0%(0)

37.5%(6)

62.5%(10)

31.3%(5)

12.5%(2)

0.0%(0)

0.0%(0)

31.3%(5)

0.0%(0)

6.3%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、介護疲れ等）

健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）

経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）

勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人間関係の悩み等）

男女問題（恋愛、結婚の悩み等）

学校問題（学習や活動、学友・教師との人間関係の悩み等）

孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き合いの悩み等）

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝58） ■一般（n＝42） ■中高年（n＝13） ■高齢者（n＝16）
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自殺したいと考えたときの相談先については、「相談していない」の割合が、一般が 69.0％、中高年が

76.9％、高齢者が 50.0％とそれぞれ最も高くなっている。 

 

  

3.4%(2)

10.3%(6)

19.0%(11)

0.0%(0)

0.0%(0)

8.6%(5)

0.0%(0)

0.0%(0)

63.8%(37)

1.7%(1)

3.4%(2)

4.8%(2)

9.5%(4)

23.8%(10)

0.0%(0)

0.0%(0)

7.1%(3)

0.0%(0)

0.0%(0)

69.0%(29)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

7.7%(1)

0.0%(0)

0.0%(0)

15.4%(2)

0.0%(0)

0.0%(0)

76.9%(10)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

12.5%(2)

6.3%(1)

0.0%(0)

0.0%(0)

12.5%(2)

0.0%(0)

0.0%(0)

50.0%(8)

6.3%(1)

12.5%(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

配偶者以外の家族

友人・知人

学校

職場

医療機関

相談機関

ゲートキーパー

相談していない

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝58） ■一般（n＝42） ■中高年（n＝13） ■高齢者（n＝16）
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自殺を踏みとどまることができた要因については、「その他」を除くと、一般では「相談」が 21.4％、

中高年では「書籍・雑誌などの印刷物」が 23.1％とそれぞれ最も高くなっている。高齢者ではその他を

除くと、「書籍・雑誌などの印刷物」「メディア（テレビ・映画など）」「相談」のみに回答が得られた。 

 

 

【自殺に関する相談先の認識度について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

自殺に関する相談先の認識度については、「知っている」の割合が、一般が 30.6％、中高年が 22.0％、

高齢者が 13.3％となっており、年齢が低くなるほど自殺に関する相談先の認識度が高くなっている。 

 

  

13.8%(8)

8.6%(5)

17.2%(10)

20.7%(12)

55.2%(32)

5.2%(3)

11.9%(5)

11.9%(5)

16.7%(7)

21.4%(9)

57.1%(24)

2.4%(1)

23.1%(3)

0.0%(0)

15.4%(2)

15.4%(2)

53.8%(7)

0.0%(0)

18.8%(3)

0.0%(0)

18.8%(3)

18.8%(3)

50.0%(8)

12.5%(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書籍・雑誌などの印刷物

インターネット・携帯電話（ＳＮＳなど）

メディア（テレビ・映画など）

相談

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝58） ■一般（n＝42） ■中高年（n＝13） ■高齢者（n＝16）

21.2%(207)

30.6%(137)

22.0%(66)

13.3%(70)

74.2%(723)

68.0%(304)

75.0%(225)

79.4%(419)

4.6%

(45)

1.3%

(6)

3.0%

(9)

7.4%

(39)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

中高年

（N=300）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答
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【『鹿児島市無料相談窓口』カードの認識度について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

『鹿児島市無料相談窓口』カードの認識度については、「知っている」の割合が、一般が 14.5％、中高

年が 13.0％、高齢者が 10.2％と大きな差異は見られない。 

 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードをどこで（誰から）知ったかについては、一般・中高年・高齢者と

もに「鹿児島市役所・保健所などの行政機関」の割合が最も高くなっている。 

 

12.2%

(119)

14.5%(65)

13.0%(39)

10.2%

(54)

81.8%(798)

83.2%(372)

84.0%(252)

80.7%(426)

5.9%

(58)

2.2%

(10)

3.0%

(9)

9.1%

(48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

中高年

（N=300）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答

82.4%(98)

24.4%(29)

4.2%(5)

2.5%(3)

0.8%(1)

7.6%(9)

0.0%(0)

6.7%(8)

3.4%(4)

80.0%(52)

32.3%(21)

6.2%(4)

3.1%(2)

0.0%(0)

1.5%(1)

0.0%(0)

7.7%(5)

0.0%(0)

92.3%(36)

28.2%(11)

7.7%(3)

5.1%(2)

0.0%(0)

7.7%(3)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

85.2%(46)

14.8%(8)

1.9%(1)

1.9%(1)

1.9%(1)

14.8%(8)

0.0%(0)

5.6%(3)

7.4%(4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鹿児島市役所・保健所などの行政機関

医療機関

薬局

警察署

弁護士会・司法書士会

民生委員

ゲートキーパー

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝119） ■一般（n＝65） ■中高年（n＝39） ■高齢者（n＝54）
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『鹿児島市無料相談窓口』カードを使って相談したことがあるかについては、「ある」の割合が、一般

が 3.1％、中高年が 2.6％、高齢者が 7.4％となっている。 

 

  

5.0%

(6)

3.1%

(2)

2.6%

(1)

7.4%

(4)

89.1%(106)

96.9%(63)

94.9%(37)

79.6%(43)

5.9%

(7)

0.0%

(0)

2.6%

(1)

13.0%(7)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=119）

一般

（n=65）

中高年

（n=39）

高齢者

（n=54）

■ある ■ない ■無回答
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【相談しやすい場所・時間帯について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

相談しやすい場所については、一般・中高年・高齢者いずれも「市役所・保健所などの公的機関」の

割合が最も高く、ともにおよそ６割占めているが、その他の回答項目については、年齢が低くなるほど

回答割合が高くなっており、若い世代ほど多様な相談先を求めていると言える。 

 

  

7.4%(72)

16.1%(157)

12.4%(121)

5.5%(54)

8.6%(84)

61.5%(600)

31.5%(307)

25.0%(244)

4.3%(42)

9.9%(97)

11.2%(50)

21.3%(95)

17.7%(79)

8.5%(38)

9.2%(41)

60.6%(271)

39.4%(176)

35.3%(158)

4.0%(18)

4.3%(19)

9.0%(27)

19.7%(59)

14.0%(42)

5.0%(15)

8.7%(26)

65.7%(197)

39.0%(117)

27.3%(82)

3.3%(10)

6.3%(19)

4.2%(22)

11.7%(62)

8.0%(42)

3.0%(16)

8.1%(43)

62.3%(329)

24.8%(131)

16.3%(86)

4.5%(24)

14.8%(78)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駅の構内

ショッピングセンター、デパート

図書館などの文化施設

ハローワーク

スーパーマーケット

市役所・保健所などの公的機関

弁護士会・医療機関などの現在開設している相談機関

同じ悩みを持ちながらも回復を目指す取り組みをしている仲間が

集う場

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（N＝975） ■一般（N＝447） ■中高年（N＝300） ■高齢者（N＝528）
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相談しやすい時間帯については、一般では「平日、18：00 以降」が 50.1％、中高年・高齢者では「平

日、10：00～12：00」がそれぞれ 36.0％、45.3％と最も高くなっている。 

 

  

33.2%(324)

17.1%(167)

9.5%(93)

26.9%(262)

22.6%(220)

12.4%(121)

8.6%(84)

12.7%(124)

25.4%(248)

13.9%(136)

7.8%(76)

11.5%(112)

20.2%(197)

19.0%(85)

14.1%(63)

8.1%(36)

50.1%(224)

22.4%(100)

13.6%(61)

12.1%(54)

23.7%(106)

25.7%(115)

15.7%(70)

9.8%(44)

21.5%(96)

13.2%(59)

36.0%(108)

19.0%(57)

5.7%(17)

26.0%(78)

27.3%(82)

16.0%(48)

9.0%(27)

8.0%(24)

30.0%(90)

17.3%(52)

9.0%(27)

7.0%(21)

18.3%(55)

45.3%(239)

19.7%(104)

10.8%(57)

7.2%(38)

22.7%(120)

11.4%(60)

5.7%(30)

3.4%(18)

25.2%(133)

12.5%(66)

6.1%(32)

3.0%(16)

26.1%(138)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日、10：00～12：00

平日、12：00～15：00

平日、15：00～18：00

平日、18：00以降

土曜日、10：00～12：00

土曜日、12：00～15：00

土曜日、15：00～18：00

土曜日、18：00以降

日曜日、10：00～12：00

日曜日、12：00～15：00

日曜日、15：00～18：00

日曜日、18：00以降

無回答

■全体（一般＋高齢者）（N＝975） ■一般（N＝447） ■中高年（N＝300） ■高齢者（N＝528）
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５ 桜島の防災について 

 

【「桜島大噴火 避難手順書」について】（全体・一般・高齢者） 

『桜島大噴火 避難手順書』の認識度については、「知っている」の割合が、一般が 71.0％、高齢者が

66.7％となっている。 

 

 

『桜島大噴火 避難手順書』の訓練での活用状況については、「活用した」の割合が、一般が 38.7％、

高齢者が 33.3％となっている。 

 

 

 

 

  

68.4%(52)

71.0%(22)

66.7%(30)

19.7%(15)

22.6%(7)

17.8%(8)

11.8%

(9)

6.5%

(2)

15.6%(7)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=76）

一般

（n=31）

高齢者

（n=45）

■知っている ■知らない ■無回答

35.5%(27)

38.7%(12)

33.3%(15)

46.1%(35)

51.6%(16)

42.2%(19)

18.4%(14)

9.7%

(3)

24.4%(11)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=76）

一般

（n=31）

高齢者

（n=45）

■活用した ■活用していない ■無回答
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【再掲項目】（乳幼児・一般） 

 

１ 子どもの安全について 

 

【事故やけがの経験について】（乳幼児） 

事故やけがをした場所については、「自宅（屋内）」が 70.9％と最も高く、次いで、「保育園・幼稚園・

その他通園施設」の 24.4％、「自宅の庭など（屋外）」の 13.4％の順となっている。 

 

 

事故やけがの種類については、「転倒」が 54.3％と最も高く、次いで、「やけど（熱湯、アイロンなど）」

の 19.7％、「転落」の 18.9％の順となっている。 

 

  

70.9%(90)

13.4%(17)

7.9%(10)

9.4%(12)

2.4%(3)

0.0%(0)

10.2%(13)

24.4%(31)

0.0%(0)

1.6%(2)

0.8%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（屋内）

自宅の庭など（屋外）

歩道・道路

公園・広場

車・電車・バスなどの中

海・川・湖・池

商業・飲食・娯楽施設

保育園・幼稚園・その他通園施設

公共の場所（市の施設など）

その他

無回答

■乳幼児（n＝127）

0.0%(0)

54.3%(69)

18.9%(24)

2.4%(3)

19.7%(25)

0.8%(1)

2.4%(3)

0.0%(0)

14.2%(18)

7.1%(9)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通事故

転倒

転落

おぼれた

やけど

窒息

異物などの誤飲

中毒

ドアなどに挟まった

人や物との接触

ハサミなどの鋭利なものでのけが

虫にさされた、動物にかまれた

落下物との接触

その他

無回答

■乳幼児（n＝127）
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２ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）について 

 

【暴力だと思うことについて】（一般） 

暴力だと思うことについては、「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」が 96.2％と最も高く、次い

で、「刃物を突きつけて、おどす」の 96.0％、「足でける」の 93.3％の順となっており、「身体的暴力」

についての認知に比べ、「精神的暴力」についての認知が進んでいないことが伺える。 

 
 

【暴力の相談状況について】（一般） 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）の相談状況については、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が 42.5％と

最も高く、次いで、「友人・知人に相談した」の 33.6％、「家族に相談した」の 27.4％の順となっている。 

 

 

  

86.6%(387)

93.3%(417)

96.2%(430)

80.8%(361)

96.0%(429)

72.9%(326)

65.8%(294)

70.7%(316)

65.3%(292)

71.6%(320)

85.5%(382)

80.5%(360)

78.3%(350)

91.7%(410)

79.6%(356)

2.2%(10)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平手で打つ

足でける

身体を傷つける可能性のある物でなぐる

なぐるふりをして、おどす

刃物を突きつけて、おどす

大声でどなる

他の異性と話をすることや会うことを妨害する

家族や友人と話をすることや会うことを妨害する

長時間無視する

交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視する

「誰のおかげで生活できているんだ」など言葉でおどす

家計に必要な生活費を渡さない

外出を制限する

いやがっているのに性的な行為を強要する

避妊に協力しない

無回答

■一般（N＝447）

27.4%(40)

33.6%(49)

9.6%(14)

5.5%(8)

5.5%(8)

0.7%(1)

2.7%(4)

2.1%(3)

42.5%(62)

2.7%(4)

7.5%(11)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族に相談した

友人・知人に相談した

行政機関などに相談した

警察に連絡・相談した

弁護士に相談した

保健所・保健センターに相談した

病院などの医療機関に相談した（医師など）

民間のカウンセリングルームに相談した

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

無回答

■一般（n＝146）
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【暴力を相談しない理由について】（一般） 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）を相談しない理由については、「相談するほどのことではないと思ったか

ら」が 53.2％と最も高く、次いで、「自分にも悪いところがあると思ったから」の 29.0％、「個人的なこ

とだから、人に相談せずに自分で解決しようと思ったから」の 27.4％の順となっている。 

 

 

 

 

 

8.1%(5)

8.1%(5)

19.4%(12)

19.4%(12)

3.2%(2)

1.6%(1)

1.6%(1)

21.0%(13)

29.0%(18)

27.4%(17)

0.0%(0)

8.1%(5)

6.5%(4)

3.2%(2)

3.2%(2)

9.7%(6)

53.2%(33)

0.0%(0)

1.6%(1)

9.7%(6)

1.6%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから

相談する人が近くにいなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受ける

と思ったから

相手に「誰にも言うな」とおどされたから

子どもに危害が及ぶと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

個人的なことだから、人に相談せずに自分で解決しようと思ったから

相談先の担当者の言動により不快な思いをすると思ったから

世間体が悪いから

相談した相手を巻き込みたくなかったから

相談したいと思っている相手に知られると、これまでの付き合い（仕事や

学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

相談するほどのことではないと思ったから

家族だからがまんするよう言われるのではないかと思ったから

相談することによって自分の望まない結果になるのではと思ったから（離

婚・別居など）

その他

無回答

■一般（n＝62）


